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神奈川県 横須賀市
経営企画部 デジタル・ガバメント推進室
室長 太田 耕平

横須賀市における

生成ＡＩの活用について



自己紹介
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化学メーカー勤務後横須賀市役所に転職
都市部、市民部、財政部を経て

2019年に市役所内のシンクタンク組織である
都市政策研究所（現：都市戦略課）に異動
・横須賀市基本構想・基本計画（YOKOSUKAビジョン2030）
・実施計画策定を担当

2022年よりスマートシティ事業の立ち上げを担当
・ヘルスケアデータ連結・分析システムの構築
（NTT 東日本、九州大学、神奈川県立保健福祉大学
連携事業）

・市役所内、一部学校等でのデジタル人材の強化
（Googleとの連携事業）
・横須賀市スマートシティ推進方針を策定。

2023年4月、デジタル・ガバメント推進室に異動。
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昨年度までの主な取り組み
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・３月29日

・４月20日

・６月１日

・６月５日

・７月

・８月

市長からの検討指示

市役所全体での実証開始

深津さんＡＩ戦略アドバイザー 就任

本格導入開始

職員研修パート１実施

職員研修パート２実施
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・８月16日

・８月29日

・10月～11月

・１月22日～23日

・２月～３月15日

他自治体向け問い合わせボット
運用開始（ＲＡＧを使った取り組み）

生成ＡＩ活用マガジンの運営開始

チャットＧＰＴ活用コンテストの実施

横須賀生成ＡＩ合宿の実施

市役所内ホワイトハッカーコンテストの実施

※このほか、通年でチャットＧＰＴ通信の発行（現在16号まで）
民間企業と連携した生成ＡＩを活用したシステム開発など・・・・



OpenAI社のホームページのトップ画面（４月23日現在）

ここをクリック

https://openai.com/



クリックしたページの下部にこの記載があります。
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活用されている分野



企画系の部署の方が、

活用率は若干高いですが

部署にそこまで偏りはありません。

・文書作成、要約、校正
・ブレスト
・アドバイザー
・思考整理
・エクセル関数作成
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全庁から52件の応募

【入賞者】

税制課

デジタル・ガバメント推進室

健康保険課

生活支援課

中央消防署

企画系の部署だけでなく、全庁から

万遍なく申し込みがあった。
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活用割合、
活用している年代



どのくらいの人数が使っているのか
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約2,300人／3,800人

⇒約60%が利用

※ビジネスチャットツールを緊急時のみ使う職種や人もいる。
ビジネスチャットツールのアクティブユーザー数を考えると、利用率はもっと高いと推測される。



利用者の年齢は？
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さほど年齢関係なく、満遍なく利用
20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

会計年度
任用職員等

※年代はいずれも概ね

チャットGPT利用率グラフ
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課題（導入前・導入後）
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導入前

・どうやって支払うか（法人カード）

導入後

・いかに使ってもらうか。

・どうやって正しい使い方をしてもらうか。



システムと、セキュリティはお金で買えますが

職員のモチベーションはお金で買えません。

生成ＡＩは導入してからが本番です。
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導入効果
検証方法
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導入効果

・業務効率化（最低年22,700時間）

・業務の質の向上

検証方法

・アンケート、ヒアリング

・利用ログの解析
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今年度の方向性
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①生成ＡＩを市民サービスに活用していく

②生成ＡＩをパーツとして使ったシステムづくり
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①を意識した取り組み

４月23日市長記者会見

・生成ＡＩを活用した市長アバターによる情報発信

・メタバース空間内での、生成ＡＩの雑談ボットの運用実証の開始

※次ページに動画の資料がございましたが、容量の関係上割愛させていただきます。
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